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三 平成元年度予算は、去る 3月l旧日日カ、勺2伺日日 (中 を進酌ますJ と町政執行方針を、続いて遠藤教三

言 7日問)まてで.開催さ れた第 i回町E犠轟会定例会で 育長カが、 「咋ネ社土会の変化や成熟化に対応しながら、 三

三慎重審識さ れました。 生涯学習の観点に立つた教育の、 層の充実を言

三 その結果、一般会計 .特別会計合わせて7刊9億 図 りますJと教育行政執行の方針を述べました。 言

三 2千 5百2伺日万 5千円の予算が，決央まり ました。 新年度予算のあらましをご紹介しますのてで.町三

三 初日σのコ本会誠では、村本町長が「生産性の向 づ 〈りに、町民のみなさんのご理解とご協力を言
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元 年度執行方針(要約)平成• • 

二
十

μ
の
実
施
予
定
、金
又
地
区
過
疎

農
道
事
業
に
つ
い
て
は
道
路
改
良
二

百
九
十
四
灯
、
初
団
地
区
山
村
基
幹

農
道
整
備
事
業
と
し
て
道
路
改
良
百

五
十
七
U
で
改
良
工
事
の
完
了
で
す
。

八
束
地
区
ほ
場
整
備
事
業
は
、
道

路
改
良

一
千
六
百
三
十
五
灯
、

二
次

暗
渠
排
水
十
九
か
を
、

川
尻
地
区
排

水
対
策
特
別
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は

本
年
度
排
水
七
百
口
各
々
実
施
予
定

で
す
。団

体
営
事
業
と
し
て
第
三

モ
ウ
セ

ウ
シ
地
区
排
水
六
百
三
十
灯
、
上
豊

田
地
区
排
水
六
百
三
十
灯
、
八
鈴
地

区
排
水
四
百
四
十

M
の
実
施
、
農
道

整
備
事
業
の
新
規
地
区
と
し
て
豊
田

地
区
改
良
五
百
二
十
六

μ
、
金
原
中

央
地
区
道
路
改
良
百
三
十
九
日
及
ぴ

坪
田
橋
千
部
工
の
着
工
予
定
で
す
。

ま
た
、
継
続
地
区
と
し
て
日
進
地
区

農
道
法
面
保
護
工

一
千
三
百
灯
を
施

工
し
ま
す
。

川
川
林
業
振
興

不
在
村
者
所
有
森
林
経
営
促
進
対

策
事
業
の
実
施
を
は
じ
め
野
そ
駆
除
、

間
伐
実
施
事
業
や
稚
茸
栽
培
の
ホ
ダ

木
助
成
を
予
算
化
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
森
林
組
合
よ
り
要
請
の
あ

り
ま
す

「
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
L

に
つ
き
ま
し
て
は
各
関
係
機
関
と
充

分
検
討
を
加
え
対
処
し
て
参
り
ま
す
。

林
業
構
造
怯
善
対
策
と
し
て
本
年

度
は
ス
キ

i
場
の
ゲ
レ
ン
デ
整
備、

リ
フ
ト
工
事
、
圧
雪
車
購
入
、
格
納

庫
の
建
設
、
河
川
構
造
物
工
事
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

町
有
林
の
造
成
事
業
は
新
植
五
お
、

下
刈
百
六
か
を
主
体
に
野
そ
駆
除
や

平
成
元
年
度
第

一
固
定
例
町
議
会

に
あ
た
り
、
町
政
執
行
方
針
の
大
綱

を
申
し
上
げ
、
議
会
を
は
じ
め
町
民

の
み
な
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
わ
り
な
が
ら
町
政
の
伸
展
を

は
か
つ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
町
政
の
重
責
を
担

っ
て
か

ら
、
議
員
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
町

民
生
活
の
向
上
と
、
自
治
振
興
の
発

展
を
目
標
に
町
民
的
信
頼
と
期
待
に

応
え
る
責
務
を
痛
感
し
な
が
ら
町
政

を
執
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
問
、
議
会
議
貝
を
は
じ
め
町

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
ご
指
導
、
ご
支
援
に
対
し
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
内
予
算
編
成
に
当
り
ま
し

て
は
、
社
会
経
済
、
状
勢
の
変
化
、

厳
し
い
地
方
財
政
の
現
状
を
認
識
し
、

地
方
財
政
計
画
に
基
づ
き
税
制
改
革
、

地
方
交
付
税
制
度
内
改
正
等
に
よ
る

流
動
的
情
勢
を
ふ
ま
え
、

生
産
性
の

向
上
、
住
民
生
活
基
盤
的
確
立
等
、

活
力
あ
る
街
づ
く
り
を
は
か
る
た
め

備
荒
資
金
組
合
積
立
金
一
一
億
三
千
万

円
を
支
消
し
て
積
極
的
な
予
算
編
成

を
了
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、

一
般
会
計
予
算
は
、

五
十

一
億
五
百
九
万
九
千
円
と
な
り

前
年
度
当
初
対
比
十
一

・
九
官

(
五

億
四
千
四
百
万
円
)
の
増
と
な

っ
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。

間
伐
等
の
保
育
管
理
に
加
え
て
天
然

林
改
良
事
業
の
実
施
予
定
で
す
。

林
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
継
続
事

業
と
し
て
普
通
林
道
小
原
線
の
実
施

ほ
か
、
広
域
基
幹
林
道
の
種
川
、
美

利
河
線
に
つ
い
て
も
道
の
代
行
事
業

と
し
て
実
施
予
定
で
す
。

的
商
工
業
の
振
興

商
工
業
経
営
安
定
化
の
た
め
、
商

工
会
に
対
す
る
財
政
援
助
、
連
携
等

を
密
に
し
、
き
め
細
か
な
経
営
指
導

の
推
進
を
願
、
っ
と
と
も
に
、
中
小
企

業
特
別
融
資
制
度
の
有
効
活
用
を
は

か
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
資
金
利
子
補

助
を
三
ザ
に
引
き
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ω観
光
事
業
の
振
興

本
年
度
も
さ
ら
に
英
知
と
町
民
的

力
を
結
集
し
た
中
で
、
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
を
展
開
し
、
活
性
化
の
推
進
を

し
ま
す
。

ま
た
、
美
利
河
温
泉
山
の
家
も
、

昨
年
整
備
し
ま
し
た
野
外
活
動
施
設

を
含
め
て
利
用
者
の
期
待
に
応
え
る

と
と
も
に
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

日
住
民
福
祉
の
向
上
と

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

ω高
齢
者
援
護

痴
呆
性
老
人
や
ひ
と
り
暮
し
の
老

人
、
寝
た
き
り
で
家
族
や
施
設
の
介

-
産
業
振
興
の
推
進

ω水
田
・

畑
作
振
興
事
業

水
田
農
業
確
立
推
進
事
業
と
し
て

軟
白
長
ネ
ギ
共
同
育
苗
施
設
二
棟
の

新
設
と
野
菜
産
地
形
成
を
確
立
す
る

た
め
の
野
菜
栽
培
技
術
定
着
化
事
業

や
無
家
畜
農
家
内
地
力
の
回
復
を
は

か
る
た
め
、
緑
肥
鋤
込
事
業
等
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
助
成
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
に
引
き
続
き
水
田
集

団
化
モ
デ
ル
事
業
、
心
土
破
砕
事
業
施

設
園
芸
育
成
事
業
を
は
じ
め
野
菜
価

格
安
定
推
進
事
業
や
各
種
資
金
の
利

子
補
給
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す

ω畜
産
振
興
事
業

新
規
事
業
と
し
て
高
能
力
、
高
資

質
な
優
良
雌
牛
導
入
事
業
や
継
続
事

業
と
し
て
優
良
黒
毛
和
種
導
入
事
業
、

集
団
放
牧
促
進
事
業
、
優
良
種
豚
導

入
事
業
、
乳
業
検
定
組
合
運
営
事
業
を

は
じ
め
堆
肥
盤
設
置
事
業
や
肉
用
牛

指
導
事
業
等
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

ω山
村
振
興
事
業

美
利
河
ダ
ム
整
備
事
業
の

一
環
と

し
て
緑
地
等
利
用
施
設
整
備
事
業
に

着
手
し
、
本
年
度
は
緑
地
等
管
理
中

央
セ

ン
タ
ー
建
設
を
は
じ
め
敷
地
整

備
、
地
質
調
査
実
施
設
計
費
等
を
予

算
措
澄
し
て
お
り
ま
す
。

川
問
地
域
農
政
推
進
事
業

農
地
内
専
業
農
家
へ
の
流
動
化
促

• • 
元年度一般会計予算は引億509万9千円
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費
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働

備

会
労

予

姐
幌

)は倒単位は千円、(

構成比率で%

進
と
生
産
力
の
高
い
優
良
農
地
の
有

効
活
用
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
と
、

現
時
点
で
回
収
不
能
の
状
態
に
あ
る

償
権
の
処
理
を
目
的
と
し
た
農
業
経

営
活
性
化
特
別
対
策
事
業
基
金
拠
出

貸
付
金
を
予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

ω土
地
改
良
事
業

国
宮
北
桧
山
右
岸
地
区
直
轄
か
ん

が
い
排
水
事
業
に

つ
い
て
、
本
年
度

八
億

一
千
万
同
で
完
了
整
備
が
進
め

ら
れ
ま
す
。
国
営
今
金
東
部
地
区
農

地
開
発
事
業
と
し
て
本
年
度
農
地
造

成
三
十
九
か
、
十
五
号
幹
線
農
道
四

千
百
H
M

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

道
営
事
業
は
全
地
区
継
続
事
業
で
、

光
台
地
区
農
免
農
道
整
備
事
業
の
光

大
橋
架
設
工
事
は
上
部
工
二
径
間
連

続
箱
桁
百
二
十
二
灯
、
道
路
改
良
五
百

消防貸 130，859(2.6) 

地方交付税

1，967，310 

(38.5) 

国民年金印紙ヲモ銅 代 金 164，640(3.2)
地方組与税 89，500(1.8)
使 問 料 及び手数料 94，OI8(1.8) 
財 産収入 59，625(1.2)
自動車 取得税受付 金 40，000(0.8)
分担金友ぴ負担金 16.940(0.3)
その他 17，745(0.3)

計 482，“8(9.4)

( 2 ) 〕3
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競
を
要
す
る
方
々
の
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
、
社
会
福
祉
施
設
等
の

利
用
、
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
援
護

し
て
ま
い
り
ま
す
@

ω健
康
の
保
持
対
策

自
ら
健
康
を
守
る
必
要
性
を
自
覚

し
て
積
極
的
に
健
康
管
理
に
対
す
る

知
識
を
高
め
る
た
め
の
本
年
度
は
、

町
民
参
加
に
よ
る
「
健
康
ま
つ
り
」

を
実
施
し
、
合
せ
て
各
種
住
民
健
診

の
受
診
率
的
向
上
を
は
か
り
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
の
啓
も
う
に
努
力

し
ま
す
。

ω障
害
者
援
護

在
宅
障
害
者
に
対
す
る
訪
問
サ
ー

ビ
ス
、
健
康
相
談
、
家
族
へ
の
指
導

や
研
修
、
医
師
に
よ
る
直
接
指
導
、

施
設
収
容
に
必
要
な
援
護
を
進
め
ま

す。
ま
た
、
桧
山
管
内
身
障
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
本
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
支
援
を
行
い
ま
す
。

凶
環
境
衛
生
事
業

昨
年
度
に
引
続
き
環
境
衛
生
美
化

促
進
事
業
の
継
続
実
施
を
は
か
り
、

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
や
す
ら
ぎ
霊
園
墓
地
の
広
場

及
び
通
路
の
整
備
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ω消
防
施
設
整
備
等

予
防
消
防
の
強
化
に
努
的
、
防
火

査
察
の
実
施
等
本
来
町
使
命
達
成
の

た
め
努
力
し
ま
す
。
施
設
の
整
備
に

m教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興

希
望
と
健
康
に
満
ち
た
明
る
く
住

み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
り
上
げ
て

い
く
の
は
人
で
あ
り
、
そ
し
て
教
育

が
そ
の
基
を
な
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
学
校

-
家
庭

・
社
会

の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
の
場
を
通
じ
、

役
割
を
十
分
果
す
と
と
も
に
、
ス
ポ

ツ
の
普
及
、
文
化
の
振
興
な
ど
、

各
般
に
わ
た
る
幅
広
い
努
力
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
、

教
育
委
員
会
と
連
携
の
も
と
に
、
そ

の
目
標
に
向
か

っ
て
推
進
し
て
参
り

ま
す
。主

な
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

種
川
小
学
校
屋
内
体
育
館
の
改
築
を

は
じ
め
、
八
束
小
学
校
内
教
員
住
宅

一
棟
一
戸
内
改
築
、
健
民
グ
ラ
ン
ド

暗
渠
排
水
事
業
等
に
つ
い
て
干
算
計

つ
き
ま
し
て
は
、
防
火
水
槽
二
基
、

災
害
通
報
装
置
二
箇
所
、
神
丘
地
区

消
火
栓
設
置
等
に
つ
い
て
整
備
さ
れ

ま
す
。

ω交
通
安
全
対
策

人
命
尊
重
の
立
場
か
ら
交
通
事
故

死
ゼ
ロ

を
願
い
、
関
係
機
関
、
団
体

の
協
力
の
も
と
に
、
町
民
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
べ
く
安
全
対
策
を
推
進

し
て
事
故
絶
滅
に
努
め
ま
す
。

mパ
ス
待
合
所
の
設
置

利
用
客
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
、
本
年
度
は
従
来
駅
舎
の
あ
っ
た

五
箇
所
に
つ
い
て
設
置
さ
れ
ま
す
。

側
道
路
整
備
等
橋
梁
の
架
換

八
束
高
台
線
二
百
二
十
日
川
、
濁
川

住
吉
線
六
百
灯
、
新
規
採
択
の
美
利

河
ス
キ

l
場
線
八
百
七
十
九
灯
、
旧

国
鉄
跡
地
利
用
基
本
計
画
に
よ
る
ふ

れ
あ
い
通
り
線
二
百
六
十
日
制
の
町
道

改
良
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

舗
装
事
業
に
つ
い
て
は
、
八
東
高

台
線
一
千
灯
、
南
栄
線
三
百
七
十
二

灯
、
御
影
光
台
線

一
千
百
九
十

μ
の

実
施
で
す
。

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
道
の
代
行
事

業
で
推
進
し
て
お
り
ま
す
日
進
線
改

良
事
業
に
つ
い
て
は

一
千
六
百
九
幻

を
実
施
し
、

本
年
度
で
事
業
完
了
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
雪
寒
事
業
と
し
て

継
続
事
業
の
一
一
路
線
で
防
雪
柵
六
百

二
十
日
を
設
置
し
て
、
冬
期
聞
の
交

• • 
w特
別
会
計
に
つ
い
て

川
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘

定
国
保
税
の
適
正
な
賦
課
、
徴
収
率

の
向
上
、
レ
セ
プ
ト
占
検
、
医
療
費

通
知
内
充
実
強
化
な
ど
医
療
費
適
正

化
対
策
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
国
保
税
関
係
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
に
お
け
る
賦
課
限
度
額
は
四

十
万
円
か
ら
四
十
二
万
円
に
、
軽
減

基
準
額
は
六
割
軽
減
基
準
に
つ
い
て

は
二
十
八
万
円
措
置
、
四
割
軽
減
の

世
帯
員
一
人
当
り
の
基
準
額
に
つ
い

て
は
二
十
一
方
円
が
二
十
一
万
五
千

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

保
健
施
設
事
業
と
し
て
被
保
険
者

に
対
し
、
町
が
実
施
す
る
胃
ガ
ン
検

診
、
婦
人
科
検
診
、
乳
ガ
ン
検
診
の

受
検
者
に

一
部
助
成
が
さ
れ
ま
す
。

ω老
人
保
健
特
別
会
計

本
町
に
お
け
る
老
人
一
人
当
り
の

医
療
費
は
全
国
的
に
も
極
的
て
高
位

置
に
あ
り
ま
す
の
で
、
保
健
事
業
内

老
人
健
康
相
談
、
健
康
診
査
、
訪
問

指
導
等
を
積
極
的
に
推
進
し
、
予
防

医
療
普
及
に
努
め
ま
す
。

ω国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
施
設
勘

定
本
年
度
は
、

え
る
に
当
り

病
院
改
築
十
年
を
迎

病
院
環
境
内
見
直
し

通
安
全
を
は
か
り
ま
す
。

橋
梁
の
架
換
事
業
に
つ
い
て
は
、

濁
川
住
吉
線
の
濁
川
橋
が
架
換
に
な

り
ま
す
。

山
間
総
合
公
園
事
業

昨
年
度
に
引
続
き
、
一
万
五
千
平

方

μ
の
造
成
工
事
及
び
電
気
工
事
、

植
栽
工
事
並
び
に
管
理
棟
実
施
設
計

委
託
料
が
予
算
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

側
街
路
事
業

利
別
通
り
改
良
舗
装
百
一
一十
二一

μ
、

交
通
広
場
舗
装
二
千
平
方
幻
を
計
画

し
て
お
り
、
旧
国
鉄
瀬
棚
線
に
よ
り

分
離
さ
れ
て
い
た
市
街
を
一
体
化
し
、

交
通
の
利
便
が
は
か
ら
れ
ま
す
。

川
住
宅
対
策

南
団
地
に
本
年
度
も
同
じ
型
式
の

一
棟
十
二
戸
を
建
設
予
定
で
あ
り
、

特
定
工
事
と
し
て
道
路
町
改
良
舗
装

七
十
五
日
を
計
画
し
、
団
地
の
環
境

整
備
が
さ
れ
ま
す
。

と
近
代
医
療
機
器
の
整
備
を
は
か
り
ま

す
。
同
時
に
、
思
者
中
心
志
向
へ
の
転

換
の
た
め
の
基
本
で
あ
り
ま
す
職
員

の
接
遇
応
対
に
つ
い
て
も
研
修
を
深

的
、
時
代
の
要
請
に
応
え
、
真
に
患

者
さ
ん
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
病
院

と
な
る
た
め
、
今
村
院
長
と
カ
を
合

せ
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

ω簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

施
設
の
維
持
管
理
に
充
分
留
意
し

清
浄
な
水
道
水
の
確
保
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
の
経
営
の

健
全
化
、
安
定
化
を
目
途
に
料
金
等

消費税導入により町の公共料金が変わります

国の税制改正に伴い、町条例及び規則の改正が行われ、

この財

源は、住民サーヒaスの向上に振り向ける予定です。町民

みなさんのご理解をお願いします。

下記の使用料等について消費税が転嫁されます。
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各会計の当初予算規模比較
単世万円

ぷ~ E十 名 円'J 年度 元平度 増減金額 増減率

% 
般 会 計 4，560，867 5，105，099 544，232 11.9 

国民健康保健特別会計事業勘定 709，050 777，993 68，943 9.7 

老人保健特別会計 734，736 819，044 84，308 9.0 

国民健康保健特別会計施設勘定 1，051.525 1，128，460 76，935 11.4 

簡易水道事業特別会計 101，388 94，609 ム 6，779 ム 6.7

合 計 7，157，566 7，925，205 767，639 10.7 

• • 
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
本
年
度
中
に
料
金
改
定
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
分
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
。

地
方
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

極
め
て
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

町
政
を
あ
ず
か
る
重
貨
を
深
く
銘
記

し
、
町
政
振
興
発
展
の
た
め
努
力
を

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

重
ね
て
町
議
会
議
員
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
司
}
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
執
行
方
針
と
い
た
し
ま

す。

0今金町行政財産の使用料

O今金町種川温泉休憩所集会室使用料

O今金町葬斎場使用料

O今金町生活改善センタ一等使用料

O今金町美利河温泉山の家使用料

O今金町民センタ 使用料

O今金町肥培用水使用料

O今金町立幼稚園入園料

凶.. 

O今金町総合体育館使用料

O今金町簡易水道給水使用料

以上の使用料が平成元年 4月 1日から 3%引上げにな

ります。(但し、 10円未満の端数は切り捨てになります。)

O今金町町有住宅使用料

O今金町公営住宅使用料

O今金町国保病院使用料
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ふるさと園生巴

貴冨主主意見発衰や趣向を

躍らし定演重量巴沸く

第2回今金町婦人・青年合同文化祭

町
婦
人
団
体
連
絡
協
験
会
と
町
背

年
団
体
連
絡
協
駿
会
合
同
の
文
化
祭

が
三
月
五
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
と
合
同
で
開
催
さ
れ
る
文
化

祭
は
、
今
回
で
二
回
目
と
な
り
ま
し

ペーブサート閣で

褒遍安全指導

こぐまクラブ

今
金
幼
稚
園
こ
「
ま
ク
ラ
ブ

(部

貝
八
名
)
で
は
年
聞
を
通
し
て
、
園

児
に
交
通
安
全
啓
発
、
指
導
を
し
て

子
供
逮
を
輪
禍
か
ら
守

っ
て
い
ま
す
。

手作りの圃で嬰@

箇圃

今金町赤十字奉仕団

今
金
町
赤
十
字
奉
仕
団

(団
員
四

十
名
)
で
は
「
独
居
老
人
愛
の
訪
問
」

を
今
年
も
三
月
十
日
に
行
い
、
訪
れ

た
。
ま
た
、
婦
人
団
体
連
絡
協
帥
閉
会

設
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業
を
兼
ね

て
行
わ
れ
、
記
念
誌
も
発
行
さ
れ
ま

し
た
。文

化
祭
は
、
始
め
に
「
ふ
る
さ
と

創
生
一
億
円
の
活
用
に
つ
い
て
私
は

思
う
」
の
テ

7

で
婦
人
六
名
、
青

年
十
一
名
が
各
々
ア
イ
デ
ア
を
発
表

し
ま
し
た
。

婦
人
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見
は
、

恵
ま
れ
た
大
自
然
を
生
か
し
た
農
産

業
の
育
成
と
観
光
開
発
‘
基
金
と
し

て
積
み
立
て
人
材
育
成
、
海
外
派
巡
、

郷
土
の
風
味
を
生
か
し
た
漬
物
工
場
、

新
し
い
作
物
内
生
産
、
花
づ
く
り
で

明
る
い
町
づ
く
り
、
今
金
町
の

p
-

R
資
金
に
、
背
年
達
か
ら
は
、
雇
用

内
場
を
確
保
、
パ
イ
夕
、
ス
ノ

l
モ

ー
ビ
ル
な
ど
の
レ

l
ス
場
、
資
本
金

一
億
円
で
会
社
経
営
、
音
響
効
果
の

優
れ
た
演
奏
施
設
、
二
階
パ
ス
を
買

っ
て
研
修
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
購
入
、

ジ
ャ
ン
ボ
ジ
エ

y
ト
機
、
少
年
の
船

を
借
り
き
っ
て
の
海
外
研
修
、
狩
場

山
総
合
開
発
レ
ジ
ャ
ラ
ン
ド
、
ハ

ワ
イ
に
今
金
町
の
別
荘
を
、
中
国
に

土
地
を
借
り
今
金
町
を
つ
く
る
な
ど
、

夢
の
よ
う
な
話
し
ゃ
実
現
可
能
な
意

見
が
た
く
さ
ん
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
作
品
展
示
や
演
芸

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

演
芸
発
表
時
に
は
会
場
い
っ
ぱ
い

ちがアイデアを述べる青年、

• • 
同
ク
ラ
ブ
で
は
、

三
月
二
日
子
供

述
に
人
気
の
あ
る
慢
画
的
ア
ン
パ
ン

マ
ン
を
主
人
公
に

一
生
懸
命
舞
台
裏

を
走
り
回
り
な
が
ら
‘

ペ
l
プ
サ

l

ト
劇

「
ア
ン
バ

ン
マ
ン
と
交
通
安
全
」

を
棋
じ
て
い
ま
し
た
。

闘
児
達
は
、
お
母
さ
ん
達
の
熱
演

に
、
交
通
安
全
の
大
事
さ
を
理
解
し

た
よ
う
で
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

最
後
に

一
年
聞
の
同
ク
ラ
ブ
の
ご

苦
労
に
対
し
て
子
供
達
か
ら
、
手
作

り
の
花
束
を
贈
ら
れ
、
思
わ
ず
涙
ぐ

む
お
母
さ
ん
も
い
ま
し
た
.
こ
の
自

の
た
め
に
準
備
に
三
目
、
練
習
を
三

日
し
て
の
公
演
で
し
た
.

叫
嗣
眉
岨
官

'lν
「
司
卜

ν

た
人
達
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
五
十
四
年
度
か
ら
始
め

た
も
の
で
年
一
囲
内
訪
問
で
す
が
、

団
員
手
作
り
の
造
花
、
人
形
、
座
ょ

と
ん
な
ど
を
お
土
産
に
し
て
、
い
ろ

い
ろ
話
し
相
手
等
に
な
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
特
に
、
座
ぶ
と
ん
に
つ
い

て
は
十
勺

μ
四
方
向
毛
糸
編
モ
チ

フ
五
十
枚
を
は
ぎ
合
せ
て
、
一
枚
の

座
ぶ
と
ん
に
仕
上
げ
る
大
変
心
的
こ

も
っ
た
品
で
す
。

「
毎
年
内
紡
聞
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
ご
老
人
が
い
る
の
で
、
い
つ
ま

で
も
続
け
た
い

」
と
松
橋
泰
子
委
員

長
は
、
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

の
お
客
さ
ん
と
な
り
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
二
十
六
種
の
歌
や
踊
り
の
発
表

が
あ
り
、

地
域
出
身
者
が
出
る
と
、

花
束
の
贈
呈
や
お
ひ
ね
り
が
投
げ
込

ま
れ
る
な
ど
、
賑
や
か
で
大
変
楽
し

訓

い
文
化
祭
で
し
た
。

レア題話

一
年
間
親
身
な
ご
指
導
ほ
ん
と
う

に
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

ぐ
る
み
と
物
を
作
り
育
て
る
共
通
古
川

の
あ
る
今
金
町
で
日
本
一
の
ぬ
い
ぐ

る
み
工
場
を
、
み
な
さ
ま
の
ご
支
援

の
も
と
に
育
て
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
て
お
り
ま
し
た
。

各
来
賓
か
ら
も
各
々
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
、
喜
び
の
中
、
関
所
式
が
終
了

し
ま
し
た
。

引
続
き
町
民
セ

ン
タ
ー

聞
配
剖
1
1」
に
於
い
て
祝

同
社
工
場
で

は
刊

い
は
い
い

い

I
B
-
-」

賀
会
が
開
催

行

わ

れ

ま

し

た

。

さ

れ

、

操

業

ま

で

の

苦

労

話

し

ゃ

抱

宮
下
社
長
は
、
関
所
式
負
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
し
た
.

で
「
日
本

一
円
奥
し
ゃ
く

二
日
か
ら
本
格
的
な
操
業
に
入
り
、

い
も
の
生
産
地
に
、
し

っ

ド
ナ
ル
ド
ダ

ッ
ク
や
ミ
y
キ
1
7
ウ

か
り
根
を
下
ろ
し
、
ぬ
い
ス
な
ど
の
生
産
を
月
産
五
万
個
を
目

開

標

に

、

今

年

一
年
間
は
試
験
操
業
、

司
ゆ

軌
道
に
乗
れ
ば
年
商
四
億
か
ら
五
億

一
述

円
ペ

i
ス
で
七
種
類
の
ぬ
い
ぐ
る
み

献

を
、
順
調
に
操
業
で
き
る
態
勢
に

L

F

哨

た
い
と
の
操
業
方
針
が
示
さ
れ
て
お

2
意
り
ま
し
た
。

明

地
元
町
雇
用
拡
大
と
経
済
活
性
化

闘

に
つ
な
が
る
企
業
と
し
て
、
発
展
が

聞

大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

長+ム下{昌

町
の
誘
致
企
業
と
し
て
、
今
容
進

出
し
ま
し
た
こ
と
ぷ
き
玩
具
の
開
所

I
l
l
1
式
が
、
三
月
一
日
地
元
庖

用
者
五
十
三
名
と
本
社
関

係
者
及
び
町
内
外
か
ら
多

数
の
来
賓
の
方
が
出
席
し
、

ことぶき玩具地元の却掃を担って

び

喜

の

熱演の青年、婦人たち

A
Y
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

毎
年
、
新

一
年
生
を
激

増
す
る
交
通
高
故
か
ら

守
る
た
め
、
ラ
ン
ド
セ

交通安全に気を
とランドセルカバーの

ル
カ
パ

l
(
通
学
傷
害

保
険
付
)
を
寄
贈
し
て

い
ま
す
。

今
年
も
三
月
二
十
二

日
に
川
原
正
雄
会
長
と

中
井
誠
司
幹
事
が
役
場

を
訪
れ
、
遠
藤
教
育
長

に
百
二
十
名
分
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
遠
藤
教

育
長
は
「
各
学
校
と
十
分
連
絡
を
と

お土産を前にLての団員のみ立さん

種
川

・
今
金
消
防
分
団
で
は
、
災

害
時
に
家
の
仕
事
を
投
げ
だ
し
た
り
、

夜
中
に
出
動
し
た
つ
し
て
、
家
族
に

大
変
、
負
担
を
か
け
て
い
る
た
め
、

毎
年

一
回
、
家
族
的
懇
談
会
を
開
悩

ー
ー

し
て
い
ま
す
。

瓦世明
一

今
年
も
三
月
三
日
に

由
家
FI
--
種
川
分
団
、
同
五
日
今

τつ
催

一

金
分
団
と
各
々
団
員
遥

ト

関

一

が
サ
ー
ビ
ス
長
め
な

了
ね

E
一

が
ら
、
奥
さ
ん
た
ち
の

で
同

会

一

十
を

d

ョ
一

一
年
間
の
労
を
ね
ぎ
ら

一
昔

談

一

っ
て
お
り
ま
し
た
。

一
似

懇

一

町
民
的
生
命
と
財
産

一頃

L
を
守
る
た
め
ご
活
動
願

一
日
一

っ
て
い
る
消
防
関
係
者

ー
ー

の
み
な
さ
ん
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

)
 

自〔

り
合
い
な
が
ら
、
児
童

・
生
徒
の
交

通
事
故
防
止
に
最
善
を
つ
く
し
た
い
。
」

と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

e 

ラン ドセルカパーを手謹すライオンズクラプ会畳

〕7
 

〔



町づくり巴

貧富主主鑓曹

今金の明日を語るこん談会

今
金
町
青
年
会
議
で
は
、

三
月
十

六
日
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
私

に
と
っ
て
「
い
い
町
と
は
、
夢
の
あ

る
町
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
町
づ

く
り
こ
ん
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
ん
絞
会
は
、
六
十
年
1
六

十
二
年
度
の
三
ヶ
年
で
小
中
学
生

・

婦
人
・
高
齢
者
の
方
々
を
対
象
に
開

催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
武
重
な

ご
提
言
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
今
金
町
外
、
近
く
は
瀬
棚
、

速
く
は
兵
庫
県
尼
崎
市
か
ら
本
町
に

来
ら
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
、
立

場
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
男
、
女

十
四
名
の
方
々
が
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

ニ
ん
駁
は
出

席
者
そ
れ
ぞ
れ

出
身
地
を
含
的

た
自
己
紹
介
か

ら
始
ま
り
青
年

を
中
心
と
し
た

事
業
に
つ
い
て

と
う
思
う
カ

ま
た
、
今
後
ど

う
あ
る
べ
き
か

の
標
題
て
、
雪

ま
つ
り
、
産
業

ま
つ
り
、
秋
ま

つ
り
等
に
つ
い

て
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し

ーー;;;;:;;
熱心に討複する参加者たち

/ 

• • 

市四
日幽
圃
圃
圃
圏

陽
寺
小
六
年

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

そ
の
ま
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

そ
の
ま
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

時
に
も

青
空
の
上
に
い
た
。

ど
の
時
代
に
も
杢
向
上
に
い
て

地
球
全
部
を
て
ら
し
な
が
ら

ぼ
く
ら
を
見
て
き
た
。

お

い

太

陽

f

お
ま
え
は
年
を
と
ら
な
い
の

カ/・
太

森
)11 

忠
幸

き
い
て
み
た
い
.

奇

小

六

年

水
野

智

英

楽
ふ
で
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
音
よ

教
科
書
で
大
き
い
口
を
聞
い
て
歌

、
ヲ
立
国
ぷ

発
表
会
で
ひ
や
汗
を
か
い
て
い
る

音
ぷ

み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
歌
っ
て
い
る

音
よ

い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど

ま
っ
黒
の
音
よ
よ
り

ピ
y
カ
ピ
カ
の
品
目
ょ
の
ほ
、
フ
が

と音
わ
く
わ
く

ド
キ
ド
キ
し
て
く
る

業
今
小
六
年

六
年
間
の
最
後
円
行

一探が
ポ
ロ
ポ
ロ
落
ち
て
く
る

笑
っ
て
い
い
の
か

泣
い
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

で
も

み
ん
な

き
っ
と
笑
っ
て
い
る
は
ず
だ

新
し
い
学
校
で

ま
た
み
ん
な
と
会
え
る

小
学
校
に

さ
よ
う
な
ら
-
e
e

カ
レ

ン
ダ
ー

今
小
六
年

辛

木
島
美
由
紀

久
保
田
美
生

一
年
の

残
り
少
な
い
命

一
ヵ
月
ご
と
短
か
く
な
る
命

「
今
月
も
ご
く
ろ
う
さ
ま
」

ピ
リ
リ

悲
し
か

っ
た
四
月

う
れ
し
か
っ
た
五
月

誕
生
日
円
六
月

な
に
か
と
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た

一
年

ピ
カ
ピ
カ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が

君
の
あ
と
を
つ
ぐ

た
。
他
町
か
ら
来
た
人
に
と
っ
て
、

親
子
で
参
加
で
き
た
り
、
行
事
に
参

加
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
場

を
越
え
た
人
と
の
ふ
れ
合
い
が
持
た

れ
た
り
、
親
子
関
係
に
仕
事
上
に
も

大
変
プ
ラ
ス
に
な
る
と
云
う
意
見
も

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
続
い
て

の
今

金
町
を
町
外
の
人
に
ど
ん
な
町
だ
と

紹
介
し
ま
す
か
で
は
、
自
然
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
空
気
と
水
が
お
い
し
い
、

町
内
大
き
さ
に
比
べ
飲
み
屋
が
多
い
、

山
保
が
採
れ
て
化
石
が
ザ
ク
ザ
ク
で

る
町
等
、
ま
た
、
日
昭
日
に
は
鹿
が

閉
っ
て
い

る
。
遊
よ
、
見
て
歩
く
と

こ
ろ
が
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。
最
後
に
今
金
町
に
要
望
す
る

こ
と
で
は
、
若
い
人
に
も
っ
と
残
れ

る
職
場
を
、
公
共
施
設
を
つ
く
る
に

あ
た
っ
て
検
討
が
足
り
な
い
、
使
、
フ

人
の
身
に
な
っ
て
い
な
い
、
町
内
の

人
を
対
象
の
施
設
な
の
か
、
町
外
的

人
を
含
め
た
施
設
な
の
か
明
確
で
な

い
、
町
花
の
チ
ュ

l
リ
y
プ
を
も
っ

と
た
く
さ
ん
植
え
、
町
内
外
に
ア
ピ

ー
ル
し
た
ら
・

と
数
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

予
定
時
聞
を
オ
パ
し
て
の
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
の
今
金

町
の
町
づ
く
り
に
と

っ
て
、
貴
重
な

提
言
に
な
る
こ
と
と
患
い
ま
す
。

一
年
が
持
っ
た
時

お
世
話
り
な
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
に

「
お
疲
れ
さ
ま
し

fer 
2日， ; 

j1i対j
今
中
三
年

沼
田
知
佳
子

今
中
二
一年

「
み
ん
な
の
広
場
L

は
、
町
民

的
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
曹
を
お
手
伝
い
い
た
し
草
す
。

式と

〕8
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そ
れ
に
し
て
も
、
現
代
的
若
者

は
ど
ん
な
職
業
感
を
持
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
総
理
府
内
「
勤
労

ピ
カ
ピ
力
的
新
入
社
員
が
固
に
と
生
活
に
関
す
る
世
論
鯛
査
(
昭
和

っ
く
ン

l
ズ
ン
で
す
。
六
十
二
年
七
月
)
」
に
よ
る
と
、
終
身

学
生
時
代
は
ジ

ャ

ン

バ

に
、
雇
用
は
企
業
、
勤
労
者
に
と

っ
て

ジ
パ
ン
、
ス
ニ
ー
カ
ー
と
い

っ

よ

い

制
度
だ
と
す
る
人
は
、
二
十

た
身
な
り
の
若
者
た
ち
が
、
パ
リ
代
が
も
っ
と
も
少
な
く
、
反
対
に

y
と
し
た
ス

l
ツ
姿
に
変
身
し
て
悪
い
制
度
だ
と
す
る
人
は
二
十
代

職

場

に

向

か

い

ま

す

。

が

も

っ

と

も

多

く

な

っ

最

近

は

、

女

性

的

新

て

い

ま

す

。

終

身

庖

用

入
社
員
も
一
キ
ャ
リ
ア

E
昌
司

に
対
す
る
考
え
方
が
変

ウ
ー
マ
ン
ら
し
い
雰
囲

ι国中

わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う

気
の
カ
チ
y
と
し
た
ス

戸
、
・

で
す
ね
。

ツ
を
好
ん
で
若
て
い

、

い
ず
れ
に
し
て
も
張

ま
す
。
女
性
が
変
わ
っ

-J'
り
切
っ
て
ス
タ
ー
ト
し

た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
フ

布

引

た
新
入
社
員
た
ち
|
|

ア

y

ン
ョ
ン
だ
け
で
は

z・，

心
身
内
バ
ラ
ン
ス
を
崩

あ
り
ま
せ
ん
。
男

女

=

属

し

て

，

五

月

病

。

に

か

用
機
会
均
等
法
の
施
行
以
来
、
総
か

っ
た
り
し
な
い
よ
う
健
康
に
は

合
職
を
目
指
す
女
性
が
増
え
、
入
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。
四
月
七

社
と
同
時
に
遠
隔
地
に
配
属
に
な
日
は

「
世
界
保
健

T

」
。
こ
の

日

る
女
性
も
珍
し
く
な
く
な
り
ま
し
は

W
H
O

(世
界
保
健
機
関
)
誕
生

を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た
日
で
、
日

本
で
も
健
康
に
つ
い
て
の
関
心
を

高
め
る
た
め
の
行
事
が
行
わ
れ
ま

す。
今
年
的
世
界
共
通
標
語
は
「
一再
-ω

E
F
剛院
〉
ド
叶
呂

(健
康
に

つ
い

て
語
ろ
う
の
意
味
)
」
で
す
.
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ぢ
知
6
が
吋

-v
国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し

た
が
?

四
月
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
分
的

国
民
年
金
保
険
料
内
最
終
納
期
で
す
。

あ
な
た
は
も
う
お
納
め
に
な
り
ま
し

た
か
。
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま

す
と
、
万
一
的
事
故
の
と
き
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
な

E
を
受
け
ら
れ

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
将
来
、
老
齢

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
老
後
生
活
的
支
、
え
が
失
わ
れ
ま

す
。
い
ま
一
度
、
お
確
め
く
だ
さ
い
。

も
し
、
未
納
な
ら
ば
月
末
ま
で
に
必

ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
五
月
一
回
以
降
か
ら
は
、

郵
便
局
、
道
銀
内
指
定
取
り
扱
い
と

な
る
こ
と
か
ら
現
在
的
納
付
書
で
納

め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。4月みんな

‘ある自のあなた‘写真をさ Lあげます

〈
函
館
社
会
保
険
事
務
所
〉

V
保
険
料
は
前
納
で
き
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か

ら
翌
年
三
月
分
ま
で
を
一
括
し
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
.

前
納
す
る
と
毎
月
保
険
料
を
納
め

る
手
数
も
は
よ
け
ま
す
し
、
ま
た
、

次
の
よ
う
に
割
引
き
も
あ
り
ま
す。

定
額
一
月
八
千
円
は
毎
月
支
払
な
ら

九
万
六
千
円
で
す
が
前
納
す
る
と
九

万
三
千
六
百
八
十
円
と
二
千
三
百
二

十
円
円
割
引
き
に
な
り
ま
す
。
く
わ

し
く
は
、
役
場
年
金
係
ま
で
間
合
わ

せ
下
き
い
。

〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
〉

V
新
入
学
児
の

安
全
を
守
ろ
う

自
転
車
利
用
車
が
増
加
し
ま
す
。
し

か
し
、
横
断
歩
道
な
ど

の
標
示
が
消

え
て
い
る
な
ど
道
路
環
境
内
悪
い
こ

と
も
重
な
っ
て
、
交
通
事
故
が
多
発

し
が
ち
で
す
。
と
く
に
希
望
に
胸
を

は
ず
ま
せ
て
通
学
(
園
)
す
る
児
童
、

幼
児
を
、
み
ん
な
で
交
通
事
故
か
ら

守
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

町
民

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル

l
ル

を
今
一
度
確
留
し
、
交
通
事
故
防
止

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

〈北
桧
山
警
察
署
・町
交
通
安
全
係
〉

V
水
死
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

す
っ
か
り
融
雪
期
に
入
り
、
河
川

な
ど
は
雪
解
け
水
が
増
水
し
、
大
変

危
険
な
状
態
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時

期
は
、
春
向
日
射
し
に
携
わ
れ
、
子

供
た
ち
も
水
辺
へ
と
遊
び
場
を
求
め

る
よ
う
に
な
り
、
増
水
し
た
河
川
や

用
水
路
で
は
、
痛
ま
し
い
転
落
事
故

が
発
生
し
て
い

ま
す
。

今
金
町
周
辺
に
は
用
水
路
が
網
の

自
の
よ
う
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い

ま
す
.

こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故
を
な

く
す
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
、
ヮ
。

。
日
頃
か
ら
子
供
達
に
は
、
危
険
な

水
辺
で
は
遊
ば
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
、
ゥ
.

。
自
宅
の
周
り
に
危
険
場
所
が
な
い

か
確
怒
し
ま
し
ょ
う
。

〕0
 

1
 

[
 

社会福祉協議会だより !. 3. 10 
議先の里学園、畳得圃 社会福祉循環金への多額の
ご寄附あqがとヲございまLた.

(敬称略)

〈砂川市〉 〈大成町〉 竹 内 由 美 子

原谷 過 高締歌子 加藤チヨ

〈滝川市〉 〈奥尻町〉 実 iB 2ド

松原直光 上野勝報 佐藤富夫

〈面賠市〉 〈北桧山町〉 前回幌也

佐藤田 治 佳山北高合唱部 須藤雑秋

〈苫小牧市〉 〈今金町〉

堀井寅 三 金原田革連合会

〈綜背牛町〉 中里婦人会

森川 I~ 江 神 丘 部 落 会

〈長万部町〉 花石畑人会

竹林木村 揃川閥人会

〈黒松内町〉 大 企 啓 太 郎

斉藤聾治 高僑ウタ子

キネ アキ子 聴茶フラワー

。
幼
い
子
供
を
戸
外
で
遊
ば
せ
る
と

き
は
、
自
を
離
さ
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
.

。
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供

を
見
か
け
た
時
は
、
周
り
の
人
が
責

任
を
持
っ
て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
北
桧
山
警
察
署
v

v
労
災
保
険

(労
働
保
険
)
の

実
務
講
習
会
等
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
労
災
保
険
の
実
務
講

習
会
等
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

受
講
さ
れ
る
よ
、
ヲ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

戸
U一言

一
、
労
災
保
険
(
労
働
保
険
)
実
務

鱗
習
会
日
程

四
月
十
九
日
附

と

き

四
月
は
、
陽
気
が
よ
く
な
り
、
人

々
の
戸
外
で
の
活
動
も
活
発
に
な
り

ま
す
.

こ
の
時
期
は
、
新
入
学
(
困
)
期

を
迎
え
、
児
童
を
含
め
た
歩
行
者
や

ー-• 

G・• 

項 目 対皐者 実施日 時 問 対草地区 実施全場 {崎 考

3日開) 老人福祉セノター

① 般 相 談 全 住 民
10日開

10: 00-15: 00 全地区
町民センター

17日開 老人福祉センタ

24日間 町 民 セ ン タ

② l'L 児 相 Z生
生怯

6日附
畳付時間

全地区 町 民 セ ン タ 保鰭指導
6、9ヵ月児 13∞-13: 30 

③ 妊 婦 相 談 妊婦 の 方 II日ω 受付時間
全地区 町 民 セ ン タ

検原、血誼験査、助産婦

12: 45-13: 15 指導、歯科指導、保健指導

④ 無医地区坦回診療 全 住 民 II日(却
畳付時間

全地区 町民センター 箆形外科診察
14 : 30-15 : 0{) 

18日(叫
畳付時間 下地区

国 保 f両 院
13:20-13:30 幼児

⑤ ポ オ
生f長

19日制
畳付時間 市街地

町民セン 7ー
6過l間以上町間隔で2

3 -24ヵ月児 12: 50-13: 00 幼児 回接種

21日幽
畳付時間 土地区

富 回 医 院
13: 20-13: 30 幼児

⑥ 育 児 講 座 生 後 3ヵ月見 20日制
畳付時間

全 地 区 町民セ〆ター 保随指導
9 : 30-10 : 00 

⑦ 手L 児 健
生植 4、7、

20日同
畳付時間

全 地 区 町民センタ
間皆、身体計測、診察、歯科

10、12ヵ月児 12 : 30-13 : 0日 指導、常聾指導、理睦指導

⑧ 目生 脱 健 tま
生f主2ヵ月と

24日開
畳付時間

全地区 今金保健所 股関節X線撮影
25日以上向幼児 13 凹-14: 00 

ツベルタリン 25日ω 10 : 30- 今金中宇佐 今金 中学校

反応検査
今金中学校

26日嗣 10 : 30- 今童小学位 今金小学校

⑨ 10 : 30-
ソベルタ 'Jン判定 1 . 2年生 27日附

13: 00-
今金中宇佐 今金中学校

B C G接雌 28日幽
10 : 30-

今金小学位 今金小学校
BCG接種

13 : 00-

⑪ 3 歳児 健診
生桂3歳 2、

27日制
畳付時間

全地区 今金保健所
身体計測、診察、歯科指

3、4ヵ月児 12 叩 -13 曲 導、保健指導、栄養指導 |

日
時
初
分

j
M
時
初
分
ま
で

と
こ
ろ
八
雲
町
商
工
会
会
綴
室

対
象
地
区
瀬
棚
、
北
桧
山
、
今
金
、

長
万
部
、
八
雲

二
、
申
告
書
の
作
成
指
導
並
び
に
申

告
書
収
集
日
程

と

き

五

月

十

一
日
制

問
時

i
m時
ま
で

と
こ
ろ
今
金
町
商
工
会
会
議
室

持
参
書
類
等

ω労
働
保
険
申
告
書
制
労
働
保
険

料
付
事
業
主
的
印
鑑
肘
昭
和
臼
年

度
確
定
保
険
料
算
定
基
礎
賃
金
集

計
表
帥
賃
金
台
帳
付
建
監
事
業
に

あ
っ
て
は
工
事
情
負
契
約
書
、
見

積
書
、
工
事
台
帳

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の

地
域
で
強
制
抑
留
さ
れ
だ
皆
様
へ

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ

ン
ゴ
ル
の
地
域
に
お
い

て
、
強
制
抑
留
さ
れ
日
本
に
帰
還
し
た
方
々
に
、

慰
労
品

(密
状
・
銀
杯
)
が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
.
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
う

ち
年
金
恩
給
な
ど
を
受
給
し
て
い
な
い
方
に
は
、

慰
労
金
と
し
て
十
万
円
(
二
年
償
還
の
記
名
国
債
)

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
後
強
制
抑
留
者
向
方
が
す
で
に
亡
く
な
っ
て

い
る
と
き
は
、
そ
の
方
向
ご
遺
族
が
こ
れ
ら
の
贈

皇
、
支
給
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
・

こ
れ
ら
の
贈
呈
‘
支
給
は
、
本
人
ま
た
は
ご
遺

族
の
前
求
に
も
と
づ
い
て
行
う
こ
と
に
な

っ
て

い

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
か
ら
椅
求
書
類
を
受
け
取
り
、
必
要
な
書
類

を
添
え
て
「
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
」
あ
て
直

犠
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
柑
求
書
類
は
役
場
町
民
福
祉
課
に
も
置

い
て
あ
り
ま
す
.

務
求
期
限
は
、
昭
和
臼
年

8
月
1
日
か
ら
平
成

5
年
3
月
出
固
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の

で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

・
請
求
書
類
な
ど
の
送
付
先
お
よ
び
問
い
合
せ
先

干
山
東
京
都
文
京
区
大
塚

5
1
3
1
U

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
業
務
第
2
課

(
含

0
3
i
9
4

5
1
4
7
0
3
)

〕1
 

1
 

〔



叱で~~:hr. 

等

生

4月の体目当番匿

まま②0324

8②0221 

医院(今 金)

今金町国保病院(今金)

病

回富2日

9日

合④5011

宮⑦3021

院(北桧山)

棚)

平16日

合②0057金)

楢 崎病院(瀬

岩間医院(今

今金町国保病院(今

23日

29日

8②0221 金)30日

や令令や令令 住民の動態 や令や令令や

月末現在

前月対比

( -14) 

2 

( -13) 

(ー1)

ロ 8.121人

3.932人

4.189人

2.503世帯

男

女

人乙

(+ 1 ) 世帯数

図おたんじようおめでとう

( 治 九2男)南栄町

昇(正勝きん2男)寒

(裕史九長男)大和町

2月23日

3月1日

圭佑九
ひろ L

博史、L

太田

横地

3月13日
よしかず
ム乙 乞
同じ- V，高谷

(問、夫九長女)鈴岡第二3月15日有希号、山本

コ
ー
ヒ
ー
の
木
に

真
っ

赤
な
実
を
つ
け
ま
し
た

町
内
、
稲
穂
に
住
む
橘
享
ニ
♂
宅

で
は
、
丹
精
し
て
育
て
た
コ
ヒ

の
木
に
始
め
て
真
赤
な
笑
を
十
五
粒

程
つ
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
七
年
前
、
樋
J
が
伊
達
市

町
知
人
か
ら
三
粒
を
い
た
だ
き
、
植
え

え
た
も
の
で
す
二
一
つ
は
す
ぐ
枯
れ
て

し
ま
い
残
っ
た
一
本
を
育
て
た
も
の

で
す
。

昨
年
六
月
内
始
め
に
花
が
咲
い
て
、

八
月
に
実
に
な
り
、

今
年

一
月
十
日

頃
か
ら
赤
く
な

っ
た
も
の
で
す
。
こ

の
木
円
高
さ
は
日
目
H
M

れ
く
ら
い
で
、
業

は
プ
ナ
の
木
の
葉
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

里)

町)

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場
制
②
o
a
t
-
T
番

f
L
 

節子勺(ゆ

貢九(南葉町)=諸戸裕美子九(線

栄町

南豊受

76歳須田キヨ九

タ下ヨシエ九 3月15日 69歳

。いつまでもお Lあわせに

徹九(稲穂)=中島

2月26日

f面

y， 田中

圃お〈やみもうしあげます

手イ

こ
の
話
し
を
聞
き
つ
け
て
、
近
所

は
も
と
よ
り
、
北
桧
山
、
瀬
棚
町
か

ら
も
見
学
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

〕2
 

1
 

〔

'v
暦
も
四
月
、
平
成
元
年
皮
肉
予
算

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
予
算

が
町
民
的
方
達
の
よ
り
よ
い
快
適
な

生
活
と
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

-v
ま
た
、
四
月
は
、
入
園
、
入
学
的

y
l
ズ
ン
子
供
達
は
キ
迄
と
違
う
環

境
内
中
で
新
し
い
友
達
と
の
出
会
い
、

そ
れ
を
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
は
‘
期

待
と
不
安
で
見
守
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

函
一
さ
れ
た
子
供
が
た
く
さ
ん
育
つ

中
で
、
個
性
泣
か
な
子
供
が

一
人
で

も
多
〈
出
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

-v
春
耕
時
期
を
迎
へ
て
‘
今
年
は
か

つ
て
な
い
暖
冬
で
、
夏
場
内
天
候
が

大
変
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
情
勢
厳
し
い
折
、
心
配
が
心
配

だ
け
で
終
わ
る
よ
う
心
か
ら
願

っ
て

い
ま
す
.

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


